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（1）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
３
年
度

第
１
回
東
法
連

理
事
会
が
５
月

26
日
、
ホ
テ
ル

雅
叙
園
東
京
で

開
催
さ
れ
、
東
法
連
の
令
和
２
年
度
事
業

報
告
、
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

事
業
報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
運
営
面
や
事
業

面
に
お
い
て
様
々
な
支
障
を
き
た
し
て
い

る
中
、
東
法
連
が
令
和
２
年
度
に
行
っ
た

租
税
教
育
な
ど
の
税
関
連
事
業
を
は
じ

め
、
組
織
、
共
益
・
研
修
関
連
、
広
報
、

厚
生
、公
益
な
ど
の
事
業
が
報
告
さ
れ
た
。

東
法
連
の
会
員
数
は
約

東
法
連
の
会
員
数
は
約
1111
万
８
千
社

万
８
千
社

組
織
関
連
に
お
け
る
会
員
増
強
で
は
、

令
和
３
年
３
月
末
の
東
法
連
に
お
け
る
会

員
数
が
約
11
万
８
千
社
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
約
５
千
７
百
社
減
少
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
幅
は
拡
大
し
て

お
り
、
特
に
会
員
勧
奨
が
ほ
と
ん
ど
で
き

な
か
っ
た
た
め
新
規
入
会
数
が
１
８
６
９

社
（
前
年
は
３
４
２
８
社
）
と
半
分
近
く

減
少
し
て
お
り
、
会
員
減
少
の
主
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
退
会
理
由
に
つ
い
て
は
、

休
業
・
廃
業
が
最
も
多
い
が
前
年
度
と
比

較
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
の
に
対
し
、

業
績
不
振
は
約
1.4
倍
増
加
し
た
。

広
報
関
連
で
は
、
Ｊ
Ｒ
、
都
営
地
下

鉄
で
の
電
車
内

広
告
、
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
活
動
に

よ
り
、
キ
ッ
ザ

ニ
ア
東
京
に
お

け
る
租
税
教
育

事
業
が
、
数
多

く
の
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
な
ど

の
報
告
が
あ
っ

た
。厚

生
関
連
で

は
、「
想
い
を

つ
な
い
で
50
年
『
会
員
企
業
を
守
り
た

い
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
令
和
２
年
度（
３

年
３
月
末
）
の
達
成
率
が
東
法
連
ベ
ー
ス

で
51
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
公
益
事
業
関
連
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
報
告
書
の
提
出
状
況
、
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
結
果
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

公
益
目
的
支
出
計
画
は
予
定
通
り
完
了

公
益
目
的
支
出
計
画
は
予
定
通
り
完
了

決
算
報
告
で
は
、
経
常
収
益
は
単
位
会

支
援
と
し
て
令
和
２
年
度
の
東
法
連
会
費

（
１
会
20
万
円
）
を
免
除
し
た
た
め
9.6
百

万
円
の
減
少
、
全
体
で
は
約
15
百
万
円
減

少
し
た
。
事
業
費
は
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
総
会
・
理
事
会
（「
決
議
の
省
略
」
等

に
よ
り
実
施
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
会
議

等
を
中
止
・
縮
小
し
た
た
め
、
全
体
で
約

32
百
万
円
減
少
し
た
。
最
終
的
に
正
味
財

産
額
合
計
額
は
、
約
３
０
９
百
万
円
と
な

り
、
前
年
度
末
比
約
８
百
万
円
の
増
加
と

な
っ
た
。

続
い
て
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
公
益
目
的

支
出
計
画
は
令
和
２
年
度
決
算
を
も
っ
て

８
年
間
と
い
う
当
初
の
予
定
通
り
完
了
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
従
来
よ
り
も
柔
軟

な
支
出
が
可
能
と
な
る
。

令
和
２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
を
承
認

令
和
３
年
度
第
１
回
東
法
連
理
事
会

令和２年度事業報告と決算等を審議する理事会

あいさつする
小林栄三会長



2021年（令和3年）6・7月号

令和３・４年東法連
青年部会連絡協議会役員

（敬称略・法人会名簿順）

会長 酒井　透 （青　梅）
相談役 遠藤　正幸 （荒　川）
副会長 河合　泰祐 （神　田）

塙　　英幸 （本　郷）
町田　俊治 （浅　草）
貝塚　克実 （荏　原）
伊藤　健二 （大　森）
小林　滋之 （杉　並）
西山　和伸 （向　島）
浜田　祐介 （江戸川北）
大貫　高輝 （立　川）
遠藤　敏夫 （東村山）

（2）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
は
、

５
月
20
日
、
総

会
に
あ
た
る
定

時
連
絡
協
議
会

を
、
全
法
連
会

館
で
開
催
し
た
。

当
日
は
現
役
員
の
み
全
法
連
会
館
に
集

ま
り
、
委
員
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
参
加
し
た
。

当
初
は
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
が
延
長
さ

れ
、
参
加
者

の
健
康
面
、

安
全
面
を
考

慮
し
、
同
会

場
で
の
開
催
を
取
り

止
め
た
。

協
議
会
で
は
、
遠

藤
正
幸
青
連
協
会
長

（
荒
川
法
人
会
理
事
）、
髙
橋
利
充
青

年
部
会
担
当
副
会
長
（
練
馬
西
法
人
会

会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
令
和
２
年

度
活
動
報
告
、
令
和
３
年
度
活
動
計
画

案
、
新
役
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。そ

の
う
ち
、
令
和
２
年
度
活
動
報
告

で
は
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
の
租
税
教

育
事
業
、大
型
保
障
制
度「
Ｊ
タ
イ
プ
」

の
推
進
、
動
画
作
成
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用

し
た
事
業
活
動
の
検
討
に
取
り
組
み
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
あ
ま
り
影
響
を

受
け
な
い
活
動
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
活
動
計
画
案
で
は
、
前
年

度
同
様
、
公
益
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ

る
租
税
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
、
引
き
続
き
キ
ッ
ザ
ニ

ア
東
京
で
の
租
税
教
育
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
本
年
度
に
お
い
て
も
感
染
症

の
終
息
が
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
積
極

的
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
を
取
り
入
れ
る
と

し
た
。

ま
た
、
令
和
３
・
４
年
度
の
東
法
連

青
連
協
新
役
員
の
審
議
で
は
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
１
名
、
計
６
名
の
選
出
役
員

の
互
選
に
よ
り
、
青
梅
法
人
会
の
酒
井

透
氏
（
青
梅
法
人
会
理
事
）
が
東
法
連

青
連
協
第
19
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

副
会
長
に
は
、
酒
井
新
会
長
を
除
く

ブ
ロ
ッ
ク
選
出
役
員
5
名
、
会
長
選
出

に
伴
う
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
補
充
役
員
１

名
、
さ
ら
に
新
会
長
が
推
薦
す
る
４
名

の
役
員
、
計
11
名
が
就
任
し
た
。（
新

役
員
は
別
掲
の
と
お
り
）

な
お
、
遠
藤
会
長
は
規
約
に
よ
り
相

談
役
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
全
法
連
青
連
協
役
員
お
よ
び

委
員
推
薦
の
審
議
で
は
、
全
法
連
青
連

協
役
員
と
し
て
酒
井
会
長
、
全
法
連
青

連
協
委
員
と
し
て
、
西
山
和
伸
副
会
長

（
向
島
法
人
会
）、
大
貫
高
輝
副
会
長

（
立
川
法
人
会
）
の
３
名
を
推
薦
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
は
、

５
月
13
日
に
総
会
に
あ
た
る
定
時
連
絡

協
議
会
を
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
開
催

予
定
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

延
長
に
よ
り
出
席
者
の
健
康
面
、
安
全

面
を
考
え
、
書
面
開
催
と
し
た
。

書
面
開
催
で
は
、
女
性
部
会
連
絡
協

議
会
中
島
三
枝
子
会
長
が
定
時
連
絡
協

議
会
の
決
議
目
的
で
あ
る
提
案
事
項
に

つ
い
て
提
案
書
を
発

し
、
令
和
２
年
度
委

員
全
員
の
書
面
よ
る

同
意
が
あ
り
、
決
議

が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
た
。

提
案
事
項
は
以
下
の
通
り
。

①
令
和
２
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

③
令
和
３
年
度
東
法
連
女
連
協
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

実
施
に
つ
い
て

④
役
員
選
任
つ
い
て

⑤
全
法
連
女
連
協
役
員
お
よ
び
委
員
の

定
時
連
絡
協
議
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

新
会
長
に
酒
井
透
氏（
青
梅
法
人
会
）を
選
任

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

定
時
連
絡
協
議
会
を
書
面
開
催

東
法
連
女
連
協
会
長
に

飯
村
早
苗
氏（
本
郷
法
人
会
）を
選
任

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

あいさつする
酒井透新会長

令和２年度活動計画案等を審議する青連協定時連絡協議会



2021年（令和3年）6・7月号

令和３・４年東法連
女性部会連絡協議会役員

（敬称略・法人会名簿順）
会長 飯村　早苗 （本　郷）
相談役 中島三枝子 （新　宿）
副会長 水野　珠貴 （麹　町）

岡田ともみ （　芝　）
中立由美子 （上　野）
柿沢　美貴 （品　川）
名和　玲子 （渋　谷）
原田　史子 （杉　並）
若林　恵子 （江東東）
白石　和子 （東村山）

（3）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

推
薦
に
つ
い
て

⑥
報
告
事
項
・
そ
の
他

新
役
員
の
選
任
で
は
、
規
約
に
基
づ

き
、
東
法
連
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各

１
名
、
現
役
員
会
が
推
薦
す
る
３
名
の

計
９
名
が
選
出
さ
れ
た
。

こ
の
新
役
員
９
名
の
互
選
に
よ
り
、

新
会
長
に
は
飯
村
早
苗
氏
（
本
郷
法
人

会
常
任
理
事
）
が
、
東
法
連
女
連
協
第

11
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。（
新
役
員

は
別
掲
の
と
お
り
）

な
お
、
中
島
会
長
は
規
約
に
よ
り
、

相
談
役
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
全
法
連
女
連
協
委
員
推
薦
に

は
、
役
員
と
し
て
飯
村
早
苗
会
長
、
委

員
と
し
て
岡
田
と
も
み
副
会
長
（
芝
法

人
会
）、
名
和
玲
子
副
会
長
（
渋
谷
法

人
会
）
の
２
名
を
推
薦
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

東
法
連
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
促
進
の
た
め
、

イ
ー
タ
君
と
令
和
２
年
度
東
法
連
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
を
題
材
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
法
人
会
」
及
び

「
東
京
国
税
局　

税
務
署
」
の
ロ
ゴ
が

付
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
は
会
員
の
事
業
所
や
事
務

局
な
ど
に
掲
示
し
て
も
ら
い
、
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用
促
進
に
役
立
て
て
も
ら
う

と
と
と
も
に
、
法
人
会
が
行
っ
て
い
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
推
進

に
も
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
。

ま
た
、
都
内
税
務
署
に
も
掲
示
し
て

も
ら
う
よ
う
、
各
単
位
会
か
ら
各
署
に

依
頼
す
る
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
を
題
材
に

ｅ
―
Ｔａｘ
利
用
促
進
ポ
ス
タ
ー

東京国税局からの御礼状
東京国税局長から当会による確定申告期の税務支援事業に対する御礼状が届けられた。

e-Tax利用促進ポスター
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

５
月
24
日
、
東
京
国
税
局
や
同
局
管

内
の
金
融
機
関
お
よ
び
業
界
団
体
な
ど

１
２
６
団
体
が
、
東
京
国
税
局
（
中
央

区
築
地
）
に
お
い
て
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
共
同
推
進
宣
言
」
を
行
っ
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
一
層
の
普
及

に
向
け
て
共
同
し
て
推
進
し
て
い
く
。

参
加
し
た
の
は
国
税
側
か
ら
東
京
国

税
局
、
地
方
税
側
か
ら
同
局
管
内
の
１

都
３
県
、
地
方

税
共
同
機
構
、

金
融
機
関
か
ら

日
本
銀
行
、
都

市
銀
行
、
１
都
３
県
の
地
方
銀
行
な
ど
、

納
税
者
側
か
ら
税
理
士
会
な
ど
の
業
界

団
体
。
法
人
会
か
ら
、
東
京
、
神
奈
川
、

千
葉
、
山
梨
の
各
県
連
。
東
法
連
は
田

中
光
史
専
務
理

事
が
リ
モ
ー
ト

参
加
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
共
同

推
進
宣
言
は
納

税
者
を
代
表
し

て
、
東
京
国
税

局
管
内
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会

の
近
藤
忠
夫
会

長
が
宣
言
を
行

い
、
行
政
機
関

を
代
表
し
て
、

東
京
国
税
局
長

が
そ
の
宣
言
を

受
け
る
形
式
で

実
施
さ
れ
た
。

宣
言
の
内
容
は

下
記
の
と
お
り
。

納
税
者
に
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
の
利
用
率
向
上
を
図
る

現
在
は
金
融
機
関
や
税
務
署
窓
口
の

現
金
納
付
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、

各
団
体
が
連
携
・
協
力
し
て
、
納
税
者

に
便
利
で
行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
率
向
上

を
図
る
。

宣
言
式
で
は
美
並
義
人
東
京
国
税
局

長
が
代
表
者
あ
い
さ
つ
、
宣
言
者
紹

介
、
各
機
関
に
お
け
る
取
組
状
況
等
の

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
東
京
国

税
局
で
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
「
今
す
ぐ
始
め
る
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
～
登
録
手
続
編
～
」
を
公
開
す
る

な
ど
、動
画
配
信
の
取
組
を
紹
介
し
た
。

東
京
国
税
局・関
係
団
体
が

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
」の
共
同
推
進
宣
言

千葉県・東京都・神奈川県・山梨県
キャッシュレス納付共同推進宣言

　社会全体のデジタル化は、国民・企業の利便性を向上させ、
行政の効率化に資するものであり、その推進は、官民問わず、
私たちにとって共通の課題です。
　こうした中、国税局、地方公共団体及び関係民間団体におい
ては、申告・納付のデジタル化、すなわち電子申告・キャッシュ
レス納付の利便性向上や普及促進に向けて、様々な取組を
進めてきました。また、金融機関においても、税公金の収納・
支払の効率化に向けて、より便利な金融サービスを社会に提供
してきました。
　こうした取組のもと、電子申告については、相当程度利用が
拡大してきた一方、キャッシュレス納付については、未だ普及
の余地が大きい状況にあります。
　デジタル化のメリットをより多くの方々が得られるよう、
私たちが一層連携し、協力して取り組んでいくことが重要で
あると認識しています。
　私たちは、こうした共通認識のもと、「いつでも・どこでも・
便利な」キャッシュレス納付の一層の普及に向けて、共同して
推進していくことを宣言します。

令和３年５月２４日

キャッシュレス納付共同推進宣言集合写真
美並義人東京国税局長（中央）と関係団体代表者


